・平成２１年度の心身障がい児部会の事業報告（現状と課題）

今年度の運営の目的

　成２０年度の取り組み（各機関へのヒアリング）で確認できた課題の解決に向けて、各機関の連携を強化し、また、研修内容も見直していく。

１、連携の強化について

◎ワーキンググループの設置と話し合いの実施

　連携強化を目的とした話し合いを具体的に進めるため、児部会の関係機関を年齢段階に応じて二分し、グループごとに話し合った。

1 早期発見段階の書類（様式）や連携の検討

ワーキンググループ構成員

	保健センター、ふたば、子育て支援課、家庭相談員、助言機関（豊田市こども発達センター）、相談支援連絡会リーダー（ひかりの丘）、事務局（圏域バイザー、福祉課）


－内容と結果－

· 早期発見段階の課題と解決策、ワーキンググループでの決定事項

情報交換について

○園長会や保健師向けの研修で、お互いの事業内容等を説明しあう機会を年に１～２回程度設けていく。

保育園の園長向け…健診や教室の目的や内容など。実施時期は年度当初を予定。園長への説明ということで、保健センターの課長補佐クラスに依頼。

副園長、主任向け…健診の様子を直に見学。月１回程度、１園ずつ実施。

（以上は、保健センターの負担にならない程度に実施。幼稚園にも声をかける。）

保健師向け　　　…入園説明会や入園面接の目的や内容の説明。指導保育士が講師。

　　　　　　　　　実施時期は入園説明会前を予定。

－スケジュール－

	月
	４月
	６月
	８月
	１０月
	１２月
	２月

	内容
	健診の目的・内容確認

（保育園園長向け）
	
	
	
	

	
	健診見学

（副園長・主任向け）
	
	
	
	

	
	
	
	
	入園説明会の目的

内容確認（保健師向け）
	


療育意識を高める環境づくりについて

○スタッフ向けの研修は、現状を勘案しながらその時々にあわせたテーマで実施。年間計画で企画していく。

○福祉教育や啓発については、その役割を担う当協議会と社会福祉協議会とで行っていけるよう、検討していく。

スタッフの相互補完について

課題　のびのび教室の参加者数の増加
解決策→　子育て支援センター（親子ふれあいルーム）の活用

· 保健センターの健診事後教室「のびのび教室」の参加者が増加し、児１人ひとりに合わせた丁寧なスクリーニングがしづらい状況にある。

· 発達の偏りや親の関わり方をフォローするのは療育（ひよこやふたば）であり、親の養育の仕方をフォローするのは子育て支援（子育て支援センター、親子ふれあいルーム）であると考える。

→以上のような状況から、子育て支援センター（親子ふれあいルーム）をうまく活用することが課題解決の方法の１つとなりうるのではないかと考え、親子ふれあいルームに保健師等の派遣協力を行う。

◎今後の方向性

	· 保健センターも子育て支援課も相互理解の必要性を感じている様子。わくわくルームへの保健師等の派遣については年間スケジュールや内容の打ち合わせをし、具体的に計画案を作成してから両機関に交渉していく。

· のびのび教室の参加者増加を少しでも抑える目的での提案である。今回の取り組みがすぐに参加者減少につながるとは限らないが、長期的視点で取り組んでいく。


2 就学段階での書類（様式）や連携の検討　（話し合い開催　１月）

ワーキンググループ構成員

	子育て支援課、家庭相談員、幼稚園代表、教育委員会、助言機関、相談支援連絡会リーダー、事務局


－内容と結果－

· 就学移行段階の課題とその解決策、ワーキンググループでの決定事項

就学に関する情報の共有（問い合わせのワンストップ）について
○園長会（保育園・幼稚園）などで、就学指導のスケジュール等を説明する機会を、年に１～２回程度設けていく。

　年度当初の園長会に教育委員会指導主事が出席し、就学指導のスケジュールを説明する。各保育園（幼稚園）園長クラスは就学指導の流れを把握しておき、保護者からの問い合わせに対応。分からない点については、教育委員会指導主事に聞く。（窓口を一本化）

ケース検討について

· 自立支援協議会として、就学前後の児童のケース検討を行っていく。

· ケース検討を行う中で、各機関の連携を図るとともに地域課題を集約し、学校側に引き継ぐ情報としてはなにが必要なのかを再確認していく。

計画　入学前の児童のケース検討を開催

効果　→　各機関の連携強化、学校へ提供する情報の再確認

○具体的な方法
· 年に３～９ケース、これを３～５年続けて行い、連携を強化するとともに、地域の課題も集約。さらに、就学前の関係機関がどのような情報を小学校側に渡せばよいかということについても再確認していく。

－スケジュール－

	2010
	2011
	2012
	2013
	2014
	2015

	ケース検討

開始
	
	
	定例としては一旦終了。
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	個別に配慮が必要な方はケース検討続行


◎今後の方向性
	· 就学移行段階でのケース検討は開催する。来年度はケース検討の方法にいくつかのパターンを設け、情報を収集するためにはどのようなパターンで行うことが望ましいかを検討していく。以後は、事務局や助言機関で案を示し、各機関と調整していく。
· 来年度は、特別支援教育連携協議会や教育支援センター（仮）も設置されるとの報告もあったので、これらとの連携についても検討・調整していく。


２、研修について

　平成２０年度の取り組み（各機関へのヒアリング）で確認できた課題に焦点をあて、みよし市障がい者自立支援協議会として（豊田市こども発達センター、あいち発達障害者支援センターに）依頼している研修内容の見直しを行った。以下は平成２１年度実施分。

○内容等

	依頼機関
	対象
	内容
	時期（予定含）

	豊田市

こども発達センター
	保健師
	豊田市こども発達センター見学
	９月28,29日

	
	
	こどもの運動発達の理解と支援
	２月２６日（金）

	
	保育士・

幼稚園教諭
	講演（園長・主任向け）
	６月２日（火）

	
	
	事例検討（城山保育園）
	６月１６日（火）

	
	
	事例検討（三好桃山幼稚園）
	９月１８日（金）

	
	
	事例検討（わかば）＋講演（心理士）
	１１月６日（金）

	あいち発達障害者

支援センター
	保健師
	気になる子とその保護者への支援
	８月１０日（月）

	
	保育士・

幼稚園教諭等
	発達障害について
	１２月２２日（火）


· 上の研修では、みよし市障がい者相談支援事業の相談員も可能な限り参加している。

○今後（来年度）実施する研修について

· 保健師対象の研修の継続（のぞみ診療所のPT、STなど専門職に依頼）

→時期や内容を検討中。

· 豊田市こども発達センター見学を保育士や幼稚園教諭にも実施（各園から１名ずつ参加を３日程度実施。自立支援協議会事務局が同行。）

→実施を決定。時期は今後検討。

· 豊田市こども発達センター通園施設での一日現場実習（保健師、保育士等を対象）

→時期や内容を検討中。

· 学校教員の業務や年間の動きや特別支援教育体制の動向など、学校教育分野とのより密な連携に向けての研修（教育委員会指導主事を講師）

→実施を決定。時期は今後検討。

３　みよし市障がい者自立支援協議会 心身障がい児部会　Ｈ２２年度スケジュール（案）

	時期
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	H22 １月
	２月
	３月

	部会
	


	
	

	


	

	


	

	

	

	

	参加機関
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	事務局等
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


連携の強化、課題の集約








今年度の部会の方向性


（連携の強化、研修の充実）今後のスケジュール、特別支援教育連携協議会について等





発達障害者支援センター講演会


（8月予定）





年度前半のＷＧでの話し合いや取り組みの報告、今後の研修内容の検討等


情報の共有化





早期発見：親子教室へのスタッフ派遣。学校移行：ケース検討実施。これらを行う中での課題の把握など。





ワーキンググループでの


話し合い(連携調整 2ヶ月1回)





第１回


部会開催


（5～6月）








課題の整理、提供する情報の確認








提供する情報を確定





第２回


部会開催


（11月頃）





ワーキンググループでの


話し合い(連携調整 2ヶ月1回)





発達障害者支援センター講演会


（12月予定）





事務局、助言機関等と参加機関で、今年度の取組状況と課題の確認及び各機関の調整。





今年度の成果の確認


各機関の事業報告


全体会への報告まとめ


来年度の方向性等（予定）





第３回


部会開催


（2～3月）








各機関の事業・研修　個別支援会議等（随時）





打ち合わせ（随時）、全体会・運営協議会への報告まとめ（会議前）








